
 
 

2024 年度 事業報告書 
自 2024 年４月 １日 
至 2025 年３月３１日 

 

Ⅰ．会務に関わる事項 

(1) 総会を下記期日に開催した（電子メール審議を含む）。 

定時総会（2024 年 6 月 28 日、日本保全学会会議室/web）を開催し、下記議案が承認された。 

第 1号議案：2023 年度事業報告 

第 2号議案：2023 年度決算報告 

第 3号議案：2023 年度監査報告 

第 4号議案：2024 年度事業計画 

第 5号議案：2024 年度予算 

第 6号議案：役員選任 

第 1 回臨時総会（2024 年 9 月 4日決議見做し日、電子メール審議）を開催し、下記議案が承認さ

れた。 

一部役員の退任及び後任の件 

第 2 回臨時総会（2024 年 12 月 4 日決議見做し日、電子メール審議）を開催し、下記議案が承認

された。 

役員の新任の件 

 (2)監査を下記期日に実施した。 

2024 年 6月 5日 日本保全学会会議室 

 (3)評議員会を下記期日に開催した。 

2024 年 6月 11 日 日本保全学会会議室 

 (4) 理事会を下記期日に開催した（電子メール審議を含む）。 

第 1 回 2024 年 6 月 18 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

第 2 回 2024 年 6 月 22 日 電子メール審議 

第 3 回 2024 年 6 月 28 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

第 4 回 2024 年 9 月 30 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

第 5 回 2024 年12 月 20 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

第 6 回 2025 年 3 月 28 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

 (5) 企画運営委員会を下記期日に開催した（電子メール審議を含む）。 

第 1 回 2024 年 4 月 16 日 電子メール審議 

第 2 回 2024 年 6 月 12 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

第 3 回 2024 年 7 月 8 日 電子メール審議 

第 4 回 2024 年 8 月 6 日 電子メール審議 

第 5 回 2023 年 9 月 9 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

第 6 回 2024 年11 月 11 日 電子メール審議 

第 7 回 2024 年12 月 9 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

第 8 回 2025 年 3 月 25 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

(6) 財務委員会を下記期日に開催した。 

第 1 回 2024 年 5 月 29 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

第 2 回 2025 年 3 月 19 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

 (7) 編集委員会を下記期日に開催した。 

第 1 回 2024 年 4 月 24 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

第 2 回 2024 年 7 月 19 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

臨時 2024 年10 月 7 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

第 3 回 2024 年10 月 22 日 日本保全学会会議室（web 併用） 

第 4 回 2025 年 1 月 20 日 日本保全学会会議室（web 併用） 



II．事業報告 

(1)会誌等の刊行 

下記の会誌、ブリテンを刊行した。 

・日本保全学会誌『保全学』Vol.23-1,Vol.23-2,Vol.23-3,Vol.23-4 

・EJAM Vol.16-1,Vol.16-2 

・状態監視技術便り Vol.17-1,Vol.17-2,Vol.17-3 

下記の報告書を発行した。 

・JSM CPM 009 原子力発電所の保全情報等に係る調査委託 

・JSM MAD 007 保全高度化に関する知見拡充に係る業務委託 

・JSM FPM 001 原型炉保守・保全計画の策定に向けた検討 

・JSM SDF 001 高速炉ナレッジのデータ構造化に関する検討 

・JSM LMS 001 軽水炉保全活動に関する調査 

・JSM CNE 004 保全技術の最新動向調査 

(2)学術的会合（主催＊、共催＊＊） 

1．第 20 回 学術講演会＊ 

会期：2024 年 8 月 5～8日 

開催形態：ハイブリッド方式（東京大学駒場キャンパス／オンライン） 

2．（保全科学サマースクール 2024＊＊）（会場選定難航のため中止） 

3.（第 24 回保全セミナー＊）（諸事情により中止） 

(3)研究調査活動 

下記の研究調査活動を実施した。 

1．受託事業による分科会等  

1)「廃止措置プラントを活用した保全高度化技術検討」分科会（OMD 分科会） 

2）「原型炉保守・保全計画の策定に向けた検討」勉強会（FPM 分科会） 

3)「軽水炉保全活動に関する調査」分科会（LMS 分科会） 

4)「原子力発電所の保全情報等に関する調査」 

5）「高速炉ナレッジのデータ構造化に関する検討」 

6)「保全技術の最新動向調査」 

2．会費制による分科会 

1)「状態監視技術高度化に関する調査検討」分科会（CMT 分科会） 

3．自主研究による検討会 

1) 原子力安全規制関連検討会 

2) 事故・故障事例検討会（BWR 部会） 

3) 保全 OB 若手交流推進検討会 

(4)出版事業 

以下を販売した。 

1．「原子力保全ハンドブック」（3冊） 

 

Ⅲ．会員現況(2025 年 3月 31 日現在) 

正会員：655 名  学生会員：52名   計：707 名 

＜2024 年 4 月 1 日 ～ 2025 年 3 月 31 日の入退会者＞ 

（入会者）正会員：71名 学生会員：15 名 

（退会者）正会員：55名 学生会員：12 名 

 

法人会員 63 社(102 口) 

＜2024 年 4 月 1 日～2025 年 3月 24 日の入退会社＞ 

入会：8社（8口） 

東京パワーテクノロジー, 太平電業, 木内計測, カナエ, クリハラント, 

日本ヴィクトリック, ニチアス, 日本建設工業 

退会：0社（0口） 

 

 

以上 


